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館山湾及び勝山地先における魚類群集

石田修

問中種 m
田中手1I コ会

目黒清美

大場俊雄

庄 司 泰 雅

はじめに

館山湾の湾11部に存在するパラ根周辺海域は，ヒラ

メ，マダイの産卵場1)， 21 となっており，この場で産卵

された卯から由来ずると考えられる若齢期のヒラメ，

マダイが館山湾の水深10m以浅の藻場周辺，あるいは

河口fliB互の砂浜域に出現「る。 3，1， 41 従って，これらの

場は若齢期のヒラメ，マダイにとっての生活場所とな

っている。資源の増大を目的としてある対象魚種を選

定した場合には，その魚種の発育段階に応じて懐怠に

i直した場を合理的に利用するのも一つの方法である。

種苗放流により資源の糟大を言|る場合は，前もって対

象極の出現時期，大きさ，懐息量を把探しておけば，

種苗放流したこれらの魚種を天然ものと同じ生活史を

送らせるような配底をすることが可能となる。しかし，

大量に放流した魚種が効率良く生き残り，順調に成長

するかどうかについては，個w群内部の調節もあるが，

放流場の放流魚以外の魚種についての考慮が必要であ

る。すなわち，放流魚を食う魚種が少なく，餌料. t妻

み場に対する競合も少なければ，大量放流による効果

が期待される。

本報告は，産業上重要種であるヒラメ，マダイ，チ

ダイ，スズキを中心に，館山湾の浅海域に出現する魚

種の出現時期，出現量，大きさを調査し，更に，これ

らから群集の多干新生について検討し，若齢期のヒラメ，

マダイ，チダイ，スズキの生態的位置付けの検討材料

とした。更に 1車場がなく，館JlJ湾より深い場である

勝山地先の魚類群集(令部魚類以外の生物を含む)を

調査し，館山湾の浅海I或と勝山地先の海域の相違につ

いて検討した。

方 法

当り約50.000rn'とした。館山湾では.1973年の10月に

2伺. 1974年の 4-日月に 7同. 1978年の 4-7月に

3凶. 1980年 6-11月に 6回行ったJ勝山地先では，

1980ifのみで 6-10月に 3回行った。

曳網調査した場所は，館山湾で'1;1:水深10m以浅の砂

浜域で，水深 5m前後の場にはアマモが存在しているo

Hlj JlJjt!l先は水深30m以浅の岩礁の落ち際から沿岸にか

けて曳くような所であった。曳網場所のj中間IJは水深40

-60mと深く，また，詰車場はなく，極く沿岸の底質も

館山湾より粗い場所であった(1Z!1• 2. 3)。

1*捕物は，調宣ごとに種名を分類し. f固体数，体長，

f4'重を計測して，解析の基礎デーずとした。デ ター

の解析には，森下の多様度指数，繁栄指数，類似度指

数を用い，それそ"1.1次式lこ表わしたの

多様度指数

βN  (i¥'-l)ー β-'…....・H ・...・H ・......(1)
~ n i (11 i-l)'λ  

繁栄指数1

Nβ .....・H ・.......・H ・-・田........・H ・.....・H ・..…・・・ (2) 

類似度指数

s 
22. lll! • lhj 

Cλ= 三三~----- -0三五 Cλ三五 11 ic)・・ ー ・・ (3) 
(λ， Iλ，) N， . N2 

N:総個体数 11I 第j-f在日の怒に属する個体数

s 区分の手丑数

なお.1974年6月25日の調査では元村の等比級数則引

のあてはめを行ったc

結 果

館山湾に出現する魚類の種類と採捕物願位a

[1973. 1974年〕結果は表 1-1. 2に示した。

1973年10月1tlは43種類で，総尾数は24ρ50尾であ

った。この内，オキヒイラギが22，651尾で，総尾数の

魚類の採捕には，地曳網3)を用い，曳網面積は 1回 94.2%を占めた。マダイ.チダイは出現せず，ヒラメ
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1974年4月24日は45種類で，総尾数は409尾であった。

採捕数の多かったのはトウゴロイワシの36尾，ホウボ

ウの36尾で，アミメハギ，ゴンズイ，チダイの順であ

った。チダイ O 歳魚(叉長25~65nm) の順位は 5 位で

20尾，スズキ(叉長370~431mm) の順位は10fftで19尾

であった。

5月25日は30種類で，総尾数は1，711尾であった。採

捕数の多かったのはヒイラギの692尾，ムツの246尾，

チダイの199尾，カマス類の170尾，マアジの142尾であ

った。チダイ 0 歳魚 (55~8Emm) の順位は 3 位で19旧尾，

スズキ (320~38白nm) の順位は201立で 2 尾であった。

6月25日は53種類で，総尾数は1，950尾であった。採

捕数の多いのはムツの467尾，ヒイラギの244尾で，次

カタクチイワシ，マイワシ，ヒラツメガニ，サ
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。歳魚(全長190~22Omm) の順伎は27位で 5 尾，

キ 0 歳魚(叉長195~22伽m) は31位で 4 尾であった。

10月29日は44種類で総尾数は547尾であった。特に採

捕数の多かったのはササウシノシタの118尾で，次にサ

ピハゼの97尾であった。スズキは29位で2尾であった。
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表ト1 館山湾に出現する魚類の種類と採捕物順位 (1973年)

10 月 1 日

順位 種 名 個体数 体長範囲凹 重量 g 願f立

l オキヒイラギ 22，651 F 30-42 20，386 1 

2 ササウンノシタ 325 '1' 70-115 2，308 2 

3 カ ワ ノ、 ギ 149 '1' 50-140 2，414 3 

4 ウミタナゴ 141 F110-195 8，883 4 

5 キ ス 113 Fl04-205 4，068 5 

6 コ ウ イ カ 98 11 72-160 9，584 5 

7 アミメハギ 77 '1' 35-70 254 7 

8 ~ ;1;' 7 57 F180-390 781 8 

9 カタクチイワシ 51 F 85-130 388 8 

10 ジャノメ yゲザミ 46 C 45-120 1，937 10 

11 クロウシノシタ 41 '1'160-255 1，685 11 

12 ガンゾウビラメ 38 T ，60-90 213 12 

13 サ 、、F ノぐ 29 Fl05-125 600 13 

14 サ ヨ 25 F2日8-320 1，050 13 

14 ネズミゴチ 25 '1' 115-250 668 15 

16 テンジクタイ 23 '1' 73-95 184 15 

17 カ 竺ず ス ま員 20 Fl55-240 1，138 15 

17 キンセンガニ 20 C 25-75 218 18 

19 アオリイカ(1) 16 11 57-125 698 19 

20 ? ア
y 、、， 14 Fl40-145 609 19 

21 ゴ ン ズ イ 10 '1'167-222 631 19 

21 イ ン モ チ 10 Fl20-204 355 19 

23 マトオイシモチ 6 '1' 63-115 160 23 

23 ア イ コ 6 F400-540 1，625 24 

23 ク サ フ ゲ 6 '1' 90-120 117 25 

23 ン 7 イサ寺 6 Fl30-175 381 25 

27 ヒ フ メ 5 Tl90-220 372 25 

27 イ ン ガニ 5 C 40-85 148 25 

27 ホ ウ ボ ウ 5 F210-225 618 29 

27 ボ 7 5 F215-330 99 29 

31 ヒ メ ン、守 4 F 73-130 7 29 

31 ス ズ キ 4 Fl95-220 448 29 

31 ウマズラハギ 4 '1'155-180 252 29 
34 コショウダイ 3 '1'16日-170 273 29 
34 て7 ノ、 セ。 3 F135-155 72 29 

36 て7 コ二 ソ 2 F260-275 360 29 

37 メ コ ヂ l '1' 177 50 37 

37 -"-. ダ イ 1 F 235 315 37 

37 ク ノ‘、， メ 1 T 175 71 37 

37 コ ト ヒ キ l F 200 185 37 
37 ムスジコショウタイ 1 F 120 27 37 
37 アカシタビラメ 1 T 370 345 37 

37 Vマ サ ノぐ l F 220 140 
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10 月 29 日

種 名 個体数 体長範囲皿 重量 g

ササウシノシタ 118 '1' 64-90 543 

サ ビ ノ、 ゼ 97 '1' 97-179 1，930 

カ ワ ノ、 ヨf 36 '1' 63-102 396 
クロウシノシタ 31 '1'141-269 1，767 

シマイサキ 20 F144-234 1，610 

"'- 20 '1' 191-292 250 

ク サ フ グ 18 T 57-135 214 
vミP /、 ゼ 17 '1' 55-143 163 

アミメハギ 17 T 37-66 39 
ヵーンゾウビラメ 15 '1' 51-84 65 

テンジクグイ 13 '1' 74-89 126 
J号 ス 12 F 84-179 247 
ジャノメガザミ 11 C 55-127 463 

ク て7 二乙 ピ 11 C 88-138 207 

ゴ ン 丈 イ 10 '1'193-216 781 

オキヒイラギ 10 F 59-96 116 
ウミタナゴ 10 FlOO-171 372 

コ ノ y ロ 8 Fl05-142 177 

クロメジナ 7 F118-138 314 

イ y ガ 7 C 30-60 207 

ネズミゴチ 7 '1'105-161 120 

カ イ ワ 7 F 51-74 36 
アカシタビラメ 5 '1' 98-126 57 

イケガツオ 4 F 78-89 36 

ショウサイ 7グ 3 '1'106-113 83 

ウ :ノ ス二 ピ 3 CP74-80 15 

カ vマ ス 3 F 189-247 252 
メ コー チ 3 '1'178-193 117 

ハタタテダイ 2 '1' 45-70 11 

ヒ イ 7 者: 2 F 83-94 27 

ス ズ キ 2 F417-510 2，380 

ボ 7 2 F200-228 181 

コショウダイ 2 '1'141-144 117 

タツノオトシゴ 2 '1' 90-93 4 

7 トオイシモチ 2 '1' 90-95 39 

イ ン モ チ 2 F109-112 25 

ゴテンアナゴ l '1' 424 169 

サ 、ン ノマ 1 F 108 17 

クノレ 7 エビ l CP 132 30 

ア カ コ二 イ F 140 130 

ウルメイワシ F 136 22 

メイ夕方レイ T 227 172 

その他 2種 2 130 

カマス(ヤマトカ7 ス、アカカ7スを含む)

F:尾叉長、 r:全長、 C・頭胸甲幅、 M:踊長

CP・体長



表ト2 館山湾に出現する魚類の租類と採捕物l順位(1974年)

4月24日 5月25日 6月25日 7月23日

GJIlH f 宅E 名 個体数 jイlIltZl 主n 名 {同体数 川心貞工 長E 名 個体数 川官口L f'll 名

l トウゴロイワシ 36 l ヒイラギ 692 l ム 、、/ 467 l カ'J7千イワン

1 ホウボウ 36 2 ム 、ソ 246 ワ“ ヒイラギ 244 2 ジンドウイカ
。、 アミメハギ 29 3 チ ダ イ 199 3 カタ7千イワシ 161 3 I '? サ ，、

4 ゴ ンズイ 25 4 カ 7 ス鎖 170 3 7 イワシ 161 417 ア ン

5 チ ダ イ 20 51 ? ア ン‘e 142 5 ヒラツメガニ 126 5 ウ?ズラハギ

5 キ 7、 20 617 サ ノ、、 74 6 ササウンノシタ 100 6 カ 7 ス類

51 ? ア ン、、， 20 7 キンセンガニ 42 7 キ フ、 89 7 キ ブ、

5 ヒイラギ 20 8 サピハゼ 28 817 ア 0/、、p 69 8 アミメノ、ギ

5 イ カ 類 20 9 ヒラツメガニ 23 9 チ ゲ イ 67 9 ガンゾウピラメ

1口 ム 、y 19 10 アミメハギ 20 10 オキタナゴ 63 10 ヒ フ メ

10 ス ズ キ 19 11 イ カ ，~~ 14 11 キンセンガニ 46 11 ヒラツメガニ

12 コウイカ 16 12 ウミタナゴ 12 12 ウマズラハギ 42 12 ホウボウ

13 ジンドウイカ 12 13 コウイカ 10 13 ーマ サ ノ、、 36 13 キンセンがニ

13 オキタナゴ 12 14 カワハギ 5 14 クロウンノンタ 30 14 ウミタナゴ

15 力十ガシラ 9 15 アオリイカ 4 15 カマス類 28 15 マ ダ イ

15 サピハゼ 9 15 コ チ 類 4 16 ホウボウ 27 15 オキエソ

15 サ ヨ 9 15 ヒ メ ン 4 17 オキヒイラギ 23 17 オキタナゴ

18 ササウンノンタ 7 15 〆¥ ロ 4 18 ウノレメイワシ つ--つ 17 チ ダ イ

18 クサフグ 7 1119 アカエイ 3 19 ボ 7 18 19 ササウンノシタ

18 モクズガニ 71120 ス ズ キ つ】 20 ヒ 7 メ 17 19 ヒヌゲンフグ

21 て7 ノ、 ゼ 61120 イトヒキアジ ワ】 21 ジャノメガサミ 14 19 イザリウオ
ワ】ワ】 ボ 7 51120 メ ン 十 2 つ戸つ】 ス ズ キ 9 ?】?】 オキナシメジ

22 カワハギ 51120 クロウシノシタ 】" ?】っ】 カイワリ 9 22 》言P ，、 ゼ

22 カマス類 51124 オキタナゴ 1 1122 アミメハギ 9 24 イ カ 類

25 ヒガンフグ 4 24 庁ンゾウピラメ 1 1122 ゴテンアナゴ 9 24 サ ヨ

25 ア 二L 4 24 コトヒキ 1 1126 ウミタナゴ 71126 ウルメイワシ

27 カジカま買 31124 イカナコ 1 1127 カナヌゲンラ 61127 サ ピ ハ ゼ

28 コノシロ 21124 モズク t;"ニ 1 1128 7 夕、 イ 5 1128 イトヒキアジ

28 方ンゾウピラメ 2 1124 ネズミゴチ 1 1128 ゴ ン ズ イ 5 1128 アオリイカ

28 マトオダイ 2 1124 マトオイシモ千 1 1128 ヒガンフグ 5 1128 クロウンノシタ

28 コウイカ類 つ凶 31 イシガニ 4 28 ダ 、、I

28 カ イワリ ワ】 32 トウゴロイワン 3 28 カワハギ

28 ヒラツメガニ 2 32 イシモチ 3 1133 ア イ
コ、，

8月12日 8月28日

個体数 }fリ、日L 世~n 名 個体数 川ィι氏 手E 名

822 1 アミメハギ 155 l アミメハギ

225 217 サ ノ、、 129 フ】 カワハギ

118 3 カワハギ 63 3 ウマズラハギ

107 4 ヒ ;1 y 、， 47 4 キ 7、

81 4 コ/o/口 47 5 コノシロ

69 61"7 ア ン、' 42 6 コウイカ

58 7 ジンドウイカ 34 7 ジャノメカザミ

36 8 ウマズラハギI23 8 ウミタナゴ

34 9 キ ス 20 8 7 ア ン

29 10 サヒ ハゼ 7 8 マ ザ イ

25 10 トウゴロイワン 7 11 ササウン/ンタ

23 10 ボ フ 7 12 7ロウシノシタ

20 13 ゴ ンズイ 4 13 コンズイ

17 13 ウルメイワン 4 14 てア サ r¥' 

13 13 ア イ コ， 4 14 ジンドウイカ

13 16 ウミタナゴ 3 16 マイワン

12 16 7 イワシ 3 17 アオリイカ

12 18 クロサギ “ ワ 18 テンジクダイ

10 18 イザリウオ 2 19 イザ「リウオ

10 18 コショウダイ 》ワ 19 シ7イサキ

10 18 クロウシノシタ つ】 19 ゴテンアナゴ

9 18 ネズミゴチ つ】 19 アカメワグ

9 18 コウイカ つ】 23 サ ヨ

8 18 キンセンtfニ ワ阿 24 コンョウダイ

8 18 アオリイカ ワ】 24 ペミP ノ、 タ

7 18 可F ダ イ u ワ 24 ミミイカ

6 27 カマス類 1 1124 サビハゼ

5 27 キタマクラ 1 1128 ウルメイワシ

5 27 アカエイ 1 1128 イトヒキアジ

5 27 メ コ チ 1 1128 可否P ゲ コ

5 27 ，、ら 7 1 1131 ア イ コ事

5 27 イ イダコ 1 1131 ヒイラギ

4 27 ミミイカ 1 1131 イイダコ

9月20日

個体数 川f立氏 槌 名

1，405 1 カワハギ

377 2 コノシロ

103 3 カタクチイワン

83 4 イ サ キ

45 5 ウマズラハギ

44 6 l'チ ダ|イ

37 7 アミメハギ

30 8 アオリイカ

30 9 1 "" ダ イ

30 10 ボ 7 

29 11 コウイカ

23 12 キ 7、

20 13 シマイサキ

18 14 カマス類

18 15 ウミタナゴ

15 16 円三F ア Z、〆、，

14 16 アカエイ

11 18 トラギス

9 1119 カンパチ

91120 'マ ノ、 タ

91120 ゴンズイ

91122 コショウグイ

81122 オキエソ

61122 ?イワシ

61122 ササウシノシタ

61122 イザリウオ

61127 クロウシノシタ

5 1127 力ンゾウピラメ

5 1127 ヤ す了 フ

5 1127 ヒ 7 メ

4 1131 ーマ サ ノ、

4 1131 ゴテンアナコ

4 1131 サ ヨ

個体数

1，336 

620 

470 

141 

118 

112 

84 

69 

66 

45 

27 

22 

17 

12 

11 

10 

10 

7 

5 

4 

4 

3 

3 

3 

3 

3 

つ-

2 

つ】

2 

1 

l 

1 

トコ

'" 



28 Vマ ダ コ 】つ 32 ーマ ノ、 セ明 3 34 ミ ミ イ カ 3 27 ヒラツメ庁ニ 1 31 ノ¥コ 7 クゆ 4 31 テンジクダイ l 

35 ウルメイワン 35 ショウサイ7グ “ つ 34 カイワリ 3 35 カンノマチ 3 31 イケガツオ l 

35 カタクチイワシ 1 35 /一、コフグ 2 34 コ ウ イ カ 3 35 イシダイ 3 31 タイワンガザミ l 

35 オキエソ l 35 ツノレマキ 2 37 コ トヒ キ 2 35 ボ フ 3 31 アオリイカ l 

35 クロウシノシタ l 35 サ ヨ つ》 37 ゴンズイ つ】 35 クロサキ 3 31 円<" ダ コ l 

35 コトヒキ 1 39 ア カ エ イ l 37 イシカrニ ワ 35 オキエソ 3 

35 〆¥。 1 39 クサフグ l 40 ス ズ キ 1 35 ネズミゴチ 3 

35 シラウオ類 l 39 ネズミゴチ l 40 ，、、 ダ イ 1 35 メ コ。 チ 3 

35 ウマズラハギ l 39 イトヒキアジ l 40 メ コ チ ユ 35 アカエイ 3 

35 ダ 、y 1 39 ス イ l 40 ノ¥コフグ l 35 キンセンガニ 3 

35 ヨウジウオ l 39 コノシロ l 40 コγゴ-''77ゲ l 35 イシガニ 3 

35 'マ サ ノ《 l 39 カワハギ 1 40 J、。、 ロ l 45 チ ダ イ 2 

39 メ :、ノ。 ナ l 40 テンジクグイ類 1 45 ホウボウ 2 

39 オキエソ l 40 マイワシ 1 45 タイワンi1ザミ 2 

39 ダ 、y 1 40 ドチザメ l 45 ガンゾウピラメ 5】〉

39 キタマクラ 1 40 ゴテンアナゴ 1 45 ダ 、ソ
】? 

39 ダイナンウミヘビ l 40 ジャノメガザミ l 45 ス ズ キ つ凶

39 ニギス? l 40 シ7 イサキ 1 51 クロメジナ 1 
39 イザリウオ l 51 アナハゼ l 

39 タイワンi1ザミ l 51 オキナヒメジ l 

51 ネンブツダイ 1 

51 サ ‘ソ ノマ 1 

51 イネゴチ 1 

51 VミF ノ、 ゼ l 

51 イシモチ l 

51 キタマクラ l 

51 アイナメ l 

51 ニジギンポ 1 

51 その他 3種 3 

E3 
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サウシノシタであった。チダイ 0歳魚 (75~9白nm) の {立で 9 尾，マダイ O 歳魚(叉長36~53nm) の順位l土28

順位は 9 位で67尾，スズキ (280~407mm) の順位は22 f立で 5 尾，ヒラメ O 歳魚 (75~152mm)の順位は20位で

17尾であった。

尾 採捕物の順位と採捕尾数の関係は図4に示したとお

500r. りで，元村の等比級数則が認められた。採捕物順位と

体長の関係は凶 5に示したとおりで，採捕物綴位が高
採 l ・

.‘
 、、

いものと低いものの体長には大きな遠いがみられなか

った。このことは，個体数が少ないものが体長が大き

いというようなことを示さなかった。

7月23日は51種類で，総尾数は1，874尾であった。採

捕数の多いのはカタクチイワシの822尾，ジンドウイカ

の225尾，マサパの118尾，マアジの107尾であった。チ

ダイ O歳魚 (93~117mm) の順位は17位で12尾，マダイ

O 歳魚 (38~7缶四)の順位は15位で13尾，ヒラメ O 歳

魚(119~16白mm)は10伎で29尾，スズキ (433nm)は40

位で1尾であった。

8月12日は34種類，総尾数625尾であった。採捕数の

多いのはアミメハギの155尾，マサパの129尾，カワハ

ギの377尾であった。マダイ O 才魚 (42~4品目m) の順位

は18f立でZ尾であった。

8月28日は64種類，総尾数2，487尾であった。採主有数

の多いのはアミメハギの1405尾，カワハギの377尾，ウ

マズラハギの103尾，キスの83尾であった。アミメハギ

、.、

尾

• ・、・、・、.、，・、
、.一、.、

10 .、
数

-
司、、.、

、

o 5 10 15 20 25 30 
採捕物(魚類))富位

図4 館山i常における採J荷物順位と採捕尾数の

関係(1974年6月25臼)
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汁寸:(本長範囲 ・:平均値 1974年間25日)



は総尾数の56.5% を占めた。τ ダイ O歳魚 (39~11白nm)

の順位は 8位で30尾，チダイ O 歳魚 (116~12告nm) の

順位は45位で 2尾であった。

2月20日は38種類で，総尾数は3，221尾であった。カ

ワハギが1，336尾で総尾数の41.5%を占め，次いで，コ

ノシロの620尾，カタクチイワシの470尾，イサキの141

尾であった。チダイ O 歳魚 (117~147mm) の順位は 6

1立で112尾，マダイ O 歳魚 (75~141mm) の順位は 9f立

で66尾，ヒラメ O歳魚(166~177mm) の順位は27f立で

2尾であった。

(1978年〕結果は表2に示した。

4月15日は28種類で，総尾数は1，049尾であった。マ

25 

サパが670尾で総尾数の63.9%を占め，次いで，マイワ

シの111尾，マアジの67尾であった。チダイ 0歳魚(56

mm) とスズキ (32白川)の採捕尾数は 1尾であった。

6月5日は38種類で，総尾数は3，147尾であった。ム

ツが1，426尾で総尾数の45.3%を占め，マアジカず1，063

尾で33.8% を占めた。スズキ (234~34白mm) の順位は

11位で28尾，ヒラメ O 歳魚 (57~84mm) の順位は20位

で 5尾，マダイ O歳魚(48，65mm)のl順位は25位で 2尾，

チダイの採捕尾数は l尾であった。

7月14日は34種類で，総尾数は4，715尾であった。カ

マス類カず2，179尾で総尾数の46.2%を占め，次いで，ウ

ルメイワシの750尾， トウゴロイワシの685尾，マアジ

表 2 館111湾に出現する魚類の積類と採捕物順位 (1978年)

4 月 15 日 6 月 5 日 7 月 14 !I 

隔世 種 名 留持t重量9 体長範囲m 掴位 種 名 留持t重量g 体重範囲胴 縦立 種 名 民検 重量g 体長範囲皿

ーマ サ ノ〈 670 1.621 F41~85 1 ム y 1.416 7.273 F40-99 l カマス頚 1，179 20.483 Fl00-B1 
2 マイ ワシ 111 367 F76-112 2 寸、 J ン令 l、郎34可316 F 48-137 2 ウルメイワシ 7切 7.6叩 F88-119 
3 マ ア ン、， 67 86 F37-64 3 ウミタナゴ 114 8.833 F59-211 3 トウゴロイワシ 6部 11.303 FI回一H2

4 ササウシノシタ 31 183 F48-10。4 マ サ ノ〈 l∞ 1.580 F80-1却 4 竺" ア ン 475 4.786 F53-161 

5 カタクチイワン 26 125 F60-11O 5 キ ス 79 2.062 Fl旧-1711 5 マ サ sミ 188 6.833 F 115-1日

6 ク→T ブグ 23 313 T64-1田 6 アミメハギ 53 265 1'51-73 6 マ イ ワ ン 87 1.225 1'98-136 

7 ジンドウイカ 22 515 T50-1回 7 オキヒイラギ 43 245 F62-83 7 カタクチイワン 79 766 F 101-1田

8 キ ス 19 422 Fl町-151 8 ウマズラハギ 32 86 1'48-67 自 夕刊'1'フグ 48 706 1'46-116 

9 アミメハギ 15 52 F44-59 9 ヒイラギ 30 39() F68-Bl 9 ム y 39 406 F64-111 

10 コ ノ シ口 11 1.105 F119-目3 10 コノ シ ロ 29 3.654 Fl話-2同 10 ウミタナコ' 23 458 F85-1日)

10 ム 、ノ 11 18 F43-58 11 ス ス' キ 28 6.292 F2拍-316 II マ ダ イ 18 50 F44-82 

12 サ y ノ〈 8 前 F81-112 12 ササウシノシタ 20 102 T55~ 116 12 ウマズラハギ 17 160 '1'38-1目

13 カイワリ 6 39 F53-78 12 ゴンズイ 20 682 Tl03-1官 12 アミメハギ 17 93 '1'34-68 

14 ホウボウ 5 41 F78-IO自 14 クサフグ 17 223 T67-121 14 アオリイカ 15 1l.175 MI担-1凹

15 ヒガンブグ 4 648 Tl31-218 15 キノセンガニ 16 317 C28-38 14 ヒラソウダ 15 8.355 n:e-315 

15 トウゴロイワシ 4 27 F81-1U1 16 ンノドウイプJ 10 289 M63-95 16 ジンドウイカ 14 252 M51-76 

17 ウミタナゴ 3 405 Fl日-191 16 ホウ zドウ 10 469 T78-216 17 キ ス 11 240 Fl2Ji-146 

18 ポ フ 2 59 FI目-1臼 18 サ y ノ、 9 85 F91-11O 18 サピハゼ 10 34 '1'56-74 

18 了 ユ 2 5 I F62-80 19 カタクチイワシ 6 77 F 110-1目 19 ササウシノシタ 9 43 1'49-105 

20 ス ズ キ l 335 F326 20 ヒ フ メ 5 295 '1'57-87 20 オキタナゴ 8 担 F74-95 

20 ウマズラハギ 275 F278 20 アオリイカ 51 2句2叩 M日1-271 21 ヤ il フ 6 14 TI訂-1国

20 メ ナ ダ 1 14 FI05 20 トウゴロイワシ 5 52 F82-112 22 ホウオf ウ 5 曲 T98-1J1 

20 サ ヨ '} 1 55 F275 23 カイワリ 4 38 F5Z-96 23 カ'ン、/ウピラメ 3 91 '1'50-67 

20 ギ J〆 ，r- 1 20 1'185 24 モクズガニ 3 180 Cι11-49 23 ダ 、ノ 31 1.0ω F51O-6SJ 

20 ゴンズイ 1 110 T247 25 コウイカ 211.555 /¥12而-217 25 ショウサイフグ 2 86 1'59-1日

20 コ ウ イカ 325 I¥[ 156 25 オキタナゴ 2 36 F51-sj 25 ウマズラハギ 2 91 T50-78 
20 チ うf イ 1 3 F 56 25 コeテンアナコ' 2 534 I'lη-511 25 ボ フ 2 221 F27-~XI 

20 ヒイラギ 1 6 F72 25 マ ダ イ 2 10 F48-69 28 キタマクラ 1 剖 Tl36 
25 ヨウジウオ 2 12 Tr五-2司 28 シマイ吋キ 118 F19官
25 ヒガンフグ 2 114 TI出-1訂 28 マトオイシモチ I 18 l' 82 

31 チ '.1 イ 1 23 FI03 28 オキエソ 1 4 T80 
31 Jミ 127 T214 28 ゴテンアナゴ 1 350 '1'546 

31 ヒラツメガニ 1 17 C 36 

31 ギ ン ポ 1 68 '1'249 

31 ダ y 1 68 '1'445 

31 メ ，{ ル 1 60 TI46 

31 ヒ メ γ 1 138 F208 

31 その f也1種 25 
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の475尾，マサパの188尾であった。マダイ O歳魚 (44

~82mm) の順位1 ;1: 11伎で18尾であった。

[1980年〕結果は表3に示した。

6月25日は32種類で，総尾数は12，268尾であった。

マアジが8，6.10尾で総尾数の70.4%を占め，次いで，ウ

ルメイワシの1.338尾，マサノ、の618尾，オキヒイラギ

の496尾，カタクチイワシの341尾であった。チダイ 0

歳魚 (27~91mm) の順位は16f立で 8 尾，マダイ 0 歳魚

(62 ， 7白11m) の順位は221立で 2 尾，スズキ (105~407m01)

の順位は191立で6尾であった。

7月16日は41種類で，総尾数は11，382尾であった。

マアジが6.884尾で総尾数の60.5%を占め，次いで，オ

キヒイラギが2.163尾で19.0%を占め，つづいて，ムツ

の665尾，マサパの533尾，カマス類の415尾，ウルメイ

ワシの203尾，カタクチイワシの128尾であった。チデ

イ 0 歳魚 (78~1110101)の順位は 9位で98尾，マダイ O

歳魚 (69，97mm)の順位は31位で2尾，スZキ0歳魚(99

~132mm) の順位は17f立で 7 尾であった。

8月12日は39種類で，総尾数は784尾であった。ウル

メイワシカず327尾で総尾教の41.7%を占め，次いでj;j，捕

数の多いのは，イサキの178尾，マイワシの79尾であっ

た。チダイ 0歳魚(104，111m01)の順位は15位で 21主，

スズキO歳魚(16.1，1720101)の順位も15f立で 2I壬であっ

た0

9月19日は60f重主主で，総尾数は6，2021主であった。ウ

ルメイワシが2，046尾で総尾数の33.0%を占め，Jxいで

オキヒイラギが1、897尾で30.6%を占め，カタクチイワ

シが1.0551主で 17.0% を占めた。チダイ 0 歳魚 (114~

142mm) の順位は27f立で 7 尾，マダイ 0~1 歳魚 (90 ， 96

mm，放流21告11m， 1歳)の順位は35f主で3尾，スズキ 0

歳魚 (187~261mlll) の順位は12f立で26尾，ヒラメ O 歳

魚 (17伽 m) は l尾の採捕であった。

10月24臼は41種類で，総尾数1，207尾であった。カタ

クチイワシが552尾で総尾数の43.5%を占め，次いで，

採捕数の多いのは7 ミメハギの150尾，オキヒイラギの

120尾であった。スズキ O 歳魚 (208~249m01)の順位は

18f立で 7 尾，マダイ 0 歳魚 (79~103mm)の順位は2H立

で5尾，ヒラメ O歳魚、(17缶四)は 1尾であった。

111118日は25種類で，総尾数は283尾であった。カタ

クチイワシが165尾で総尾数の58.3%を占め，チダイ，

マダイ，ヒラメ，スズキの-tilHiIiはなかった。

1974年左1980年のヒラメ，マダイ，チダイ，スズキ

のf*捕数を比較すると，ヒラメは197411の6月が17尾，

7月が29尾であったのに対l，1980年の 6，7月は 0尾

であった。マダイは1974年の 6月が5尾 7月が15尾

であったのに対し，1980年は 6月2尾 7月2尾で少

なかった。一方，チダイは1974年6月67尾， 7月12尾，

1980年6月8尾 7月98尾で， 6. 7月の合計では減

少はみられなかった。スズキも1974年6月9尾 7月

7尾，1980年6月6尾 7月7尾で，差はなかった。

勝山地先iこ出現する魚類の種類と採捕尾煩位

[1980年〕 結果は表4に示した。

6月27日は41種類で，総尾数は8，028尾であった。マ

イワシが7，450尾で総尾数の92.8%を占め，次いで、ほ捕

数の多いのは，カタクチイワシの322尾，マエソの591壬

であった。マダイ 1歳魚 (151~ 187mm)の順位は10位

で10尾であった。

9月17日は25t重類で，総尾数は3，821尾であった。カ

タクチイワシが2，857尾で，総尾数の74，8%を占め，次

いでマイワシの847尾，マエソの46尾であった。マダイ

1歳魚 (206，226mm)の順位は13伎で2尾であった。

10月17日は39種類で，総尾数は905尾であった。オキ

ヒイラギカむ175尾で最も多く，次いで，ボラの71尾，ネ

ンブ Yダイの59尾， トウゴロイワンの56尾であった。

マダイ l歳魚(207，231nun)の順位は25f立で2尾であっ

〔

~。
館山湾における魚類群集の季節約変化

(1973， 1974年〕 結果は図 6に示した。

種類数

4 月下旬から 10月下旬の種類数は30~64で，最も少

なかったのは 5月下旬の30種類で，多い月は 6月下旬

の53種煩 7月下旬の51種頬， 8月下旬の64f重頬であ

った。夏期に多い傾向lを示した。

総尾数

総尾数は.109から24，050尾の範囲にあり，最も少なか

ったのは 4月下旬の409尾であった。 8月中旬の一時期

を除いては5月下旬の1，711尾か ':;10月上旬の24，050尾

まで増加傾向を示した。

総重量

総重量は14~93k自の範開にあり，最も少なかったの

は10月下旬の14.2匂で，最も多かったのは 9月下旬の

92.6kgであった。 6月ド匂から 8月中旬に減少し 8

月中旬から 9月下旬まで増加し 9月下旬以降は減少

するといった，減少， J皆)]11の繰り返しがあった。

多様度指数

多像度指数は1.1から22.3の範囲にあった。 4月下旬

が22.3で最も向く， 5 月下旬から 9 月下旬までは2.9~

9.9で大きな差はなかった。

繁栄指数

繁栄指数は4 ， 640~27 ， 102の範囲にあった。季節的変



表3 館山湾に出現する魚類の種類と採捕物順位(1980年)

6 月 25 日 7 月 16 日 8 月 12 日 9 

イ川立頁 秘名 足数 脳d川信氏工 組 名 I毛抜 霊園d程INI 名 尼数陸血d k位~ 組名

1 マアジ 8，640 捌，百l l マアシ 6，1188 2出，991 l ウルメイワシ 担7 5 ， 4~日 l ウルメイワシ
9 ウルメイワン 1.3詔 8，品4 2 オキヒイラギア 2，1日 盟，1% 2 イサキ l百 77 2 オキヒイラギ
3 マサパ 日E回，π8 3 ム ツ 筋59，百6 3 マイワシ 叩 q日目 3 カタクチイワン
4 オキヒイラギ 4田 2，792 4 マサパ 日3担，3凹 4 マ ア ジ 出 477 4 マイワシ
5 カタクチイワシ 311 2，1四 5 カマス誼1 m 民団活 4 ヴ 団 1，760 5 カワハギ
6 マイワシ 2411 1，5ω 6 ウルメイワン 団1 2，102 6 ポ フ 国 1，967 6 マアジ

7 同F ツ 出1 2，1田 7 カタクチイワシ 128 481 7 ジンドウイカ 盟 百1 7 刑付ンノシタ
8 カマス知 140 1，日8 8 ケマズラノ司 1田 1，536 8 アミメハギ 由 四 B マサパ

9 ジンドウイカ 65) 1，附 日 チダイ 四 1，843 9 キ ス 11 1問 自 サ ピ ハ ゼ

10 コノシロ 35) 6，059 10 ジンドウイカ 四 541 10 テンジクタイ 116 10 キノセノガニ

11 マエソ 21) 1，939 11 アオリイカ 国 11，醐 11 オキヒイラギ 11 コノシロ

12 ホウボウ 20) 1，醐 12 ウミタナゴ 21 担2 12 カワハギ 宜 12 スズキ
13 マトオインモチ 10 123 13 マトオイ3モチ 181 13 ウマズラハギ l叩 12 ヒメジ

13 ヨウジウオ 10 日 13 シマイサキ l，m 14 ゴンズイ l訂 12 アミメハギ

13 ウミタナゴ 10 畠 15 ケンサキイカ B 1，647 15 ヨウジウオ 12 11 15 アオリイカ

16 チヲ「イ 8 田 15コノシロ B 1，279 15 ウミタナゴ 1 48 16 ウミタナゴ

16 ポ ラ 8 日b 17 スズキ l担 15 スズキ 2 127 17 キ ス

18 ゴンズイ 315 17 マイワシ 担 15 ム ツ 1 剖 18イサキ

19 スズキ 6) 1，181 17 キ ス 国5 15 チ 11ィ 2 田 19 ジンドウイカ

20 ウマズラハギ 、 自 20'"ウポウ 4却 15 カタクチイワシ 2 15 11 20 カマス類

21 市ナウシノシタ 3 田 20ボ f ノ 285 15 カンノfチ 2 156 21 方Rンゾウピラメ

22 マ 1J' イ 2 141122 ヒイラギ l田 15 ケンサキイカ 2 制 9“2 ウマズラノ叫f
クM クM アミメハギ 2 131122 ヨウジウオ 出 15 アオリイカ 2 1，倒。 22 ポ ラ

22 ダ ツ 2 却324 マエソ 由日 15 て7 コ二 ソ 2 刻。 22 コンョウダイ

ヲ“ク“ キ ス 2 4511 25 テンジクダイ 3 出 15マサパ 2 l町 25 アカエイ

22 コウイカ 2) 1，田l25 イトヒキアジ 3 的 26 キノトキダイ 1811 25 コウイカ

27 オキタナゴ 1 叩 25 クサフグ 1 日 26 キタマクラ 8 11 27 〆、ミ

27 クサフグ 団 25市門ンノシタ 3 llll 26 カイワリ 4 11 27 チダイ

27 ヒイラギ 1 3511 25 ダ ツ 3 286 26 アサヒアナハゼ 2511 27 サヨリ

27 カイワリ 61125 キンセン卓三 3 ω26 十小ヴシノンタ 8 11 27 イトヒキアジ

27 タカノハダイ l 131131 マず「イ 2 目 26 シヨがすイフグ9 1611 31 シマイサキ

27 イ iンガニ 1 4411 31 オキタナゴ 2 羽 26ハコフグ 9 1132 キントキダイ

31 カイワリ 2 曲 26 シマイサキ l伺 32 ジャノメf昨ミ

31 メ"レ 盟 26サパフグ 166 34 ゴンズイ

31 7 2 l甜 26 ゴテノアナゴ 叩 35マずイ

36 ヒメ ン 133 26 クサフグ 171135 マトオインモチ

36 アカエイ 152 26 マダコ 把 37マハタ

36 クロサギ 田 26 マトオイドをチ 目 37 カンパチ

36 ヨメビメシ l四 26 ダ lノ 1011 37 ンヨウサ17グ
36 ンヤノメカザミ 111 
36 コウイカ 19旧

月 19 日

尼数 副~g) イ川立氏 やF 名 !毛数

1附 1，醐 37 "コフク ワム4

1，897 1，1田 37 ホウボウ 2 
1，0日 1田6 37 クルマエピ て“〉

出2)3，282 43 コトヒキ l 
盟9)3，872 43 ヒラメ 1 
叩1)7，町2 43 クロダイ 1 
百 417 43 アザビアナハゼ l 
的 8.380 43 サツベ l 
日 481 43 ア イゴ 1 
拍 棚 43 オキエソ 1 
出 1，7坦 43 ダ 、ノ 1 

阻止捌 43 フ 1 
四 目 43 クロウンノンタ l 
団 411143 マハゼ 1 

四 1，842 43 クサフグ 1 
19 四 43 ウミスズメ l 
18 3担 43 ホンザメ l 

15 131143 トピエイ l 

14 担l43 アカヤガラ 1 

12 日743 ヨウジウオ 1 

11 目 43アジ類 1 
9 311 (イトヒキr~1j1-5)

9 l田

9 l岨
8 田0

8 α5 

町

396 
711 

m 
田5

132 

4112 

275 

3 2田

3 91 
2 12 

2 担l

2 出

10 月 24 日 11 月 18 日

重劃d川住瓜之 視名 尾数 霊園d程 組名 尾 数 重量d

岨 1 カタクチイワシ 日2 邸 l カタクチイワシ l日 312 
描 2 アミメハギ I国 担 2 ジント叶イカ 町 131 

1111 3 オキヒイラギ l担 112 3 ウルメイワシ 19 112 
甜1 4 カマス鎖 官 6，加 4 ボ フ 15 ~O 

出 5 ウミタナゴ 曲 2，曲7 5 キピナゴ 10 盟

開 6 ゴンズイ 日 m 6 ダ 、ノ B 血3
田 7 キンセンカヱ 48 日5 7 マアジ 5 4 

s カワハギ E 4百 S サヨリ 甜7
1111 8 ウルメイワシ 田 1回 9 キ ス 4 自
35 11 10 マアジ 15 姉 10 ミミイカ 7 
担。 11 サピハゼ 11 回 11 アカカマス 臼

192 11 キ ス II 町 11 イケガツオ 3 
45 11 11 ジンドウイカ 11 mll11 シヨ明ナイフグ 目

7 1114 マエソ 10 I 1，821 11 コウイカ 2 担

3 1114 コウイカ 10 間 11 アオリイカ 2 19 
7 11 16 ダ ツ 1，町311 キンセンカやニ 2 411 
4団 17 イケカ的ツオ 8 121111 ガザミ 1 343 
t臨 18 スズキ 1，039 18 狩ノメ刑Fミ 9 
161118 サヨ 572 18 ヤリイカ

6 1120 ホウボウ 日l18 フグ類 四

却 21 マ 11イ 田 18lアカヤガラ

21 イ4ザリウオ 郷 18 |カイワリ 0，2 
21 アカエイ 112 18 "" 担

24 インガニ 511118 |カナガンラ 日

24 カノゾウピラメ 4 日 181ブリ I 349 
24 コトヒキ 4 田

27 シマイサキ 3 159 

27 ンマアン 3 316 
27 サツパ 1 担

30 ブ 1 師

30 クサフグ t E 

30 オキナヒメジ 2 11 

30 イイダコ 2 96 

30 コショウダイ t 124 
30 ベニイシ-jjコ?) 2 47 
30 iヤノメ市内 2 101 

3C ミミイカ(ヴ) 2 4 
38)，ヒラメ 国

38 キントキダイ 61 
38 アイゴρ 3 
38 ウマズラハギ 5 

N __， 
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化は，総尾数，総重量とほぼ類似した変化を示した。

すなわち， 4 ~ 6月ド旬に高くなり， 6!l下旬から 8

月中旬まで減少し， 8月中旬以降 9月下旬まで増加し，

9月下旬以降は再び減少した。

(1978年〕 結果は図 7に示した。

1978年の4 ， 6 ， 7 月に行った調査では，種類数は28~

表4 勝山地先に出現する魚類の種類と採捕物順位(1980年)

6 月 27 日 9 月 17 日 10 月 17 臼

，佐a立 種 名 尾 主fX 重量(百) K位RZ 種 名 尾 まk 重量(g) 民f立民 極 名 尾 数 重量(富)

1 マイ ワシ 7，450 73，400 1 カタクチイワシ 2，857 22，228 1 オキヒイラギ 475 900 

2 カタクチイワシ 322 2.162 2 マイワシ 847 14，518 2 ボ フ 71 1，456 

3 マ コ二 ソ 59 5，013 3 マ 1二 ソ 46 10，626 3 ネンプツダイ 59 29 

4 ヒイ ラギ 25 546 4 ，j-i フ 11 4，223 4 トウゴロイワシ 56 683 

5 キンセンガ二 20 418 5 アカエイ B 795 5 カタクチイワシ 45 284 

6 オ キエソ 15 1.482 6 ノ、オコ売? 7 56 6 ヒイラギ 35 942 

7 ヒ メ ン 14 409 7 ヒ メ ン、， 6 242 7 ガンゾウピラメ 29 49 

8 キ ス 13 386 B アカタチウオ 5 214 8 マ 二工 ソ 18 2.846 

8 コ ノシロ 13 2.268 8 子力メキントキ 5 73 9 キ ス 17 474 

10 マ タ イ 10 1.235 10 ヒラソウダP 3 1守593 10 キントキダイ 8 436 

11 ホウボウ 8 249 10 キ Y、 3 95 10 アカエイ B 676 

11 イ ト ヨリ 8 1，537 10 ケンサキイカ 3 631 12 ササウシノシタ 7 110 

13 コ ウイカ 7 464 13 マ ダ イ 2 491 12 コ ト ヒ キ 7 42 

14 アカヤカゅラ 6 141 13 シマイサキ 2 339 14 ジンドウイカ 6 48 

14 ガンゾウピラメ 6 82 13 イトヒキアジ 2 6 14 マイワシ 6 100 

16 ボ プ 4 2.381 13 ササウシノシタ 2 23 14 →T ツ ノぐ 6 141 

16 ササウシノシタ 4 56 13 ゴンズイ 2 54 17 ホ ウボ ウ 5 574 

18 メ ゴ ご予 3 405 13 勺 ツ ボ 2 450 17 オキエソ 5 274 

18 クロダイ 3 2.710 13 クロサギ 2 235 17 ゴ ウ イ カ 5 553 

18 シ7 イサキ 3 326 20 「、 サ ，、 1 38 17 メ コ， チ 5 316 

18 トウゴロイワシ 3 31 20 ネズ y ポ 1 36 21 イザリウオ 3 227 

18 カイ ワリ 3 27 20 メ コ•. ' チ 1 43 21 ヒメコウイカ 3 85 

23 ウ7ズラハギ 2 Jl 20 アミメハギ I 2 21 ヒ メ ン、 3 218 

23 ダ y 2 123 20 ダ y 1 440 21 キンセンガニ 3 111 

23 カワハギ 2 95 20 ノ、ゴブグ 1 65 25 マ ダ イ 2 506 

23 ハオコ ゼ 2 22 25 オヤピソチャ 2 4 

23 テンジクダイ 2 8 25 アミメハギ 2 1 

23 マトウダイ 2 6 25 テンジクダイ 2 47 

23 マ 7 ザ 2 184 25 コショウダイ 2 92 

23 アカタチウオ 2 379 30 カイ ワリ 1 89 

23 ゴテンアナゴ 2 870 30 ノ、オコゼ 4 

23 ベニイシガニ 2 276 30 アオヤガヲ 1 1 

33 マトオイシモチ I 21 30 ネズッポ 68 

33 ギ ノ ~ 1 31 30 ネズミゴチ 1 52 

33 コショウダイ I 740 30 ij" 吋エ 、、 1 270 

33 -̂ ダ イ 1 190 30 ジャノメガザミ 111 

33 マ ダ コ 1 110 30 イ シ ガ ニ 1 54 

33 イイダコ 1 25 30 メガネヌザラ、ノノf 53 

33 ネズミコチ I 68 30 サルエピ 1 1 

33 2、コ 7 ザ 121 

33 トラフガラッパ 1 162 
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38 ，総尾数は1.049~4 .715，総重量は7 .2~77 .1kg，多

様度指数は2.3~3.7，繁栄指数は2 町 462~17守304で，い

ずれも春から夏にかけて増加した。

[1980年〕 結果は図 8に示した。

種類数

6~1l月に行った調査では，種類数は25~60の範凶

にあった。 6月ド旬から 9月 1:旬にかけては32から60

種頬となり増加傾向を示 l，10月下旬から 11月中旬に

は4lf重類から25f垂類になりi成少した。

総尾数

総尾数は283~12 ， 268の範囲にあったQ8 月中旬の784

尾を除いては， 6，7，9 月カず6 ， 202~12 守 268尾と多かった。



少した。

館山湾に出現する魚類の時期と発育段階

大島ωは藻f易に出現する魚類の群を 4群に大別して

いる。 (1)周年採集され，一生を過す種(2)稚魚期と未成

魚期のある時期を)fN1l，ある大きさになると陵み場を

変える種(3)ー生を過すことはないが，不定期に未成魚，

成魚が出現する穏(4)かなり大きい個体か効期に引き続

いて採集される種.ここでは，清水71 にならい， (1)を

P R， (2)をMG，(3)と(4)をあわせて 1Cとして記載し

た。なお，木村ら8iIこよれば清水の分類は恭本的には

KIKUCHI 9) に従っているという。本研究では，大島61

清水71 木村ら 81 の研究を参考にして，表 5， 6とを

併せて魚類を分類した。

館LlJ湾において，周年採集され，一生を過すと考え

られる魚種PRは， クサ7グ，アミメハギ，吋サウシ

ノシタ，サピハゼ，ウミタナゴ，キス，ヒメジ，

ヒイラギ，ヒイラギ，ヨウジウオ，ゴンスイ，アサヒ

アナハゼ等12援であった。

稚魚期と未成魚期のある時期を)fN1l，ある大きさに

なると後み場所を変える魚撞MGは，ウマズラハギ，

カワハギ，クロウシノシタ，アカシタピラメ，ガン、/

ウピラメ，ヒラメ，ホウボウ，ボラ，メバル，アイゴ，

チダイ，マダイ，イサキ，コショウダイ，シマイ吋キ，

コトヒキ，マハタ，スズキ，ムツ，マトオイシモチ，

マアジ，カイワリ，マサパ，カマス類，オキエソ，カ

タクチイワシ，マイワシ，ウルメイワシ，コノシロ，

アユ等30極であった。

一生を過すことはないが，不定期に未成魚，成魚が

出現し，そして，幼期に引き続いてかなり大きい個体

が採集される種 1Cは，キタマクラ，ハコ 7グ，

ゴウ 7グ，ウミスズメ，ツルマキ，アナハゼ，スイ，

カナガシラ，メゴチ，イネゴチ，マハゼ，アイ

オキタナゴ，ネズミゴチ，オキナヒメジ，イシ

ニベ，イシモチ，クロサギ，へダイ，クロダイ，

'/ロメジナ，メジナ，テンジクダイ，イケガツオ，イ

トヒキアジ，カンノすチ， 7'リ，シマアジ，ヒラソウダ，

トウゴロイワシ，ヤガラ類，サヨリ， ダツ，ゴテンア

ナゴ，サァパ等37f重であった。

勝山地先に出現する魚類の時期と発育段階

!弱年採集されて 生を過すと考えられる種は，アミ

メハギ，ササウシノシタ，キス，ヒメジ，オキヒイラ

ギ，ヒイラギ，オキエソ，ゴンズイ等8種であった。

稚魚期と未成魚邦lのある時期を過し，ある大きさに

なるとt#み1尋所を変えるf重は，ウマズラハギ，

ガンゾウピラメ，ホウボウ，マダイ，マトウダイ，

オキ
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ロ
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11 

秋期の10月ド旬から11月中旬にかけては， 1，270尾から

283尾に減少した。

総重量

総重量は3.2~385. 6kgの範囲にあった。 6月下旬と

7月中旬はマアジの出現により， 334， 386kgと多かっ

たが 8月中旬はマアジの減少により 15kgとなった 0

9月中旬には47k日に増加lしたが， 10月下旬には22kgに

減少し， 11月下旬には更に減少し 3kョとなった。

多様度指数

多像度指数は1.9~4. 5の範囲にあり 6月ド句，

JJ中旬はそれぞれ1.9，2.4と低かったが 8月中旬か

ら 10月ド旬には4.2~4.5 と高くなり， 11月中旬には2.8

と再び低くなった。

繁栄指数

繁栄指数は792~27 守 772の範囲にあり，季節的変化は

総尾数，総重量の変化に類似した。すなわち 8月中

旬は3，266と低かったが， 6，7，9月は23， 875~27 ， 772と

尚<， 10月下旬から11月中旬には5，721から792へと減

7 

1 0 

総侵銀鉱
多様度指数
総重量(包)
国体位繁栄指数
総尾鉱

9 8 7 6 
100 

図8
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表5 館山湾における魚類の出現時期 (1973，1974年) 10月は1973年

手千 種 名 f2; ラも % % % P生% % 干↓ f重 名 f2; P昔F品'% % P長% % 

マ 7 グ手ヰ ショウサイ7グ . . シマイサキ科 シマイサキ . . • • 
クサ 7 グ . • コ ト ヒキ . . . 
ヒガン 7 グ . • ス ス ギ 科 「、 ノ、 9 . . 
アカメ 7 グ . ス 7、 キ • . . . . • 
キタマクラ • . . ム y 科 ム 、y • • • 

ハコフグ科 ノ、コ 7 グ . . . テンジクダイ科 マトオイシモチ . . 
コンゴ勺 7ゲ . テンジクダイ • . • 

カワハギ科 アミメハギ • • . • • • • • ネンプツダイ • 
ウマズラハギ . • ‘・ • • • ヒイラギ科 オキヒイラギ • • 
カワノ、キ、 . . -・ • • • ヒイ ラギ • • • . . 

ウシノシタ科 クロウシノシタ . . • • . • . • ア ン 平手 イケガツオ . . 
アカシタビラメ • 日マ 7 ン • • • • • • • 

ササウシルタ科 ササウシノシタ • • • -・ カ イ ワリ . . . . 
ツル マキ . イトヒキアシ . . . 

ヒ ラメ 科 カゆンゾ、ウピラメ . • . . • カ ンパチ . . 
ヒ ブ メ • • . サ ノミ 科

" 庁
ノ、 . • • • • • . 

カジ力平等 ア ナ ハ ゼ . カマス科 ヤマトカマス

-・ • • . • . 
ス イ . アカカマス

f、ご ロ . . ボ フ 科 ボ ブ • . . • . 
ホウボウ干ヰ ホウホe ウ • • • . トウゴロイワシ科 トウコ守口イワシ • . . 

カナガシラ . . ヨウジウオ科 ヨウジウオ • 
コ チ 手ヰ メ ゴ チ . . • . ヤガラ干十 ヤ tl フ . 

イ 在、ゴチ . サ ヨ リ 科 →r ヨ . . . . . 
ノ、 ゼ科 サピハゼ . • . . . • ザ y 科 ダ 、y . . . . 

マ ノ、 ゼ . . . . • アナゴ科 ゴテンアナゴ . . • . . 
アイナメ科 アイ 十メ . ゴンスイ科 ゴンズイ • . . . • . • 
アイゴ科 ア イ ゴ . . • 二L 、ノ 科 オキエソ . . • . . 
ウミタナゴ科 ウミタナゴ • . • . • • • ト ラギス . 

オキタナゴ • . • • カヲデチイワシ科 カタク子一イワシ . • • • 
ノドクサリ科 ネズミゴチ . . . . . ニ シ ン 科 マイ ワシ • . . • . 
キ ス 科 キ 7、 • • • • • • • →r 、ソ ノて . . 
ヒ メジ 科 オキナヒメジ . . イ ワ シ 科 ウルメイワシ . • . . . 

ヒ メ t、'/ . • コノシロ科 コ ノ シロ . . • • . 
イシダイ科 イ シ ダ イ . → / 二L 平} 二L . 

ベ科 /、文 . • マトウグイ科 " fウダイ . 
イ シモチ . . . 

ケロサギ科 クロサギ . . 
タ イ 科 チ ダ イ • • • • -・

「、 ダ イ . • • • • 
ノ¥ ザ イ . 

イサキ科 イ サ キ • 
コショウダイ . . . . 

メジナ科 クロメジナ . . 
メ ン ナ . . 

• 1 ~ 9個体，・10-99個W，・100個体以上
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表6 館山湾における魚類の出現時期 (1980年)

ヰヰ 種 名 6月 7月 8月9月10月11月 科 種 名 6月 7月 8月 9月10月11月

77グ手ヰ ショウサイ7グ . . . イ サ キ 科 コショウダイ • . 
クサ 7 グ . . . • . イ サ キ • • 
サパフグ . シマイサキ科 シマイサキ . • . . 
キタ 7 クラ • コ ト ヒキ • . 

ハコ 7グ科 ノ、コブグr . • スズキ科 マ ノ、 タ • 
ウミスズメ . 7、 ズ キ . . • • • 

カワハギ科 アミメハギ • • • • キントキダイ科 チカメキントキ

ウマズラハギ . • . . . キントキダイ • . • 
カワハギ . • • ム ツ 科 ム ツ • • . 

ウシノシタ科 クロウシノシタ . テンジクダイ科 マトオイシモチ • • . 
ササウンノシテ科 斗「サウシノシタ • . . • テンジクダイ . • 
ヒラ メ科 ガンゾウピラメ • . ヒイラギキヰ オキヒイラギ、 • • • • • 

ヒ フ メ • . ヒイ ラギ . . 
カジ カ科 アサヒアナハゼ . • 了 ジ科 イケガツオ • . 
ホウボウ手ヰ ホウボウ • • • • • プ . • . . 

カナガシラ カ ンパチ • . 
コ チ科 メ ゴ チ イトヒキアジ . . 
カサゴ干'4 ハオコゼ カイ ワリ . . • . 

メ ノf jレ • • マ ア γ 、.' • • • • • . 
ノ、 ゼ科 サピハゼ . シマアジ • 

マ ノ、 ゼ • . サ パ科 マ サ ノ、 • • . • 
アイゴ平オ ア イ ゴ • ヒラソウダ

ウミタナコ干ヰ ウミタナゴ • • . • カ マ ス 科 ヤマトカマス • • • • . 
オキタナコ。 • . アカカマス

ノドクサリ科 ネズッポ ボ プ 宇十 ボ フ . • • . • 
ネズミゴチ トウゴロイワシ科 トウゴロイワシ

アカタチ平ヰ アカタチーウオ • ヨウジウオ科 ヨウジウオ • • . . 
キ ス 科 キ ス . . • • • ヤ ガ ラ 科 アカヤガラ . . 
夕方ノハダイ科 夕方ノノ、ダイ . サ ヨ リ 科 サ ヨ . . . 
ヒメ ジ科 オキナヒメジ . ザ ツ 科 ダ ツ • . . . . . 

ヒ メ 、、ノを • ウツボf手ヰ ウ ツ ボ

ヨメヒメジ . . アナゴ干キ ゴテンアナゴ「 . 
ベ科 fて . ゴンズイ科 ゴンズイ . . • • 

クロサギ科 クロサギ • • • 二L ソ 科 マ 立二 ソ • . • • 
守 イ 科 チ ザ イ . • . . オキエソ . 

マ ダ イ . . • カタクチイワシ14 カタクチイワシ • • . • • • 
ノ¥ ザ イ . ニシン手ヰ サ 、、J ノf • . 
クロ ダ イ . マイ ワシ • . • • 

イトヨリ科 イ ト ヨリ イワシ手十 キピナゴ • 
ウJレメイワシ • • • • • • 

コノシロ科 コノ シロ • . • 
• 1 -9個体，・ 10-99個体， .100個体以上



コショウダイ，シマイサキ，コトヒキ，マトオイシモ

チ，ネノプツダイ，ボラ，マエソ，カタクチイワシ，

マイワシ，マサパ，コノシロ等17穫であった。

不定期に未/，)(:魚，成魚が出llI.し，そして幼期に引き

続いてか在り大きい個体が採集される種は，ハコ 7グ，

メコ昌子，ネズッポ，ネズミゴチ，アカタチウオ， ケロ

サギ，ヘダイ，イトヨリ，チカメキントキ，キントキ

ダイ，テンジヲダイ，イトヒキアジ，ヒラソウダ， ト

ウゴロイワシ，ヤガラ類， ダツ，ウツボ，ゴテンアナ

ゴ，サ yパ等19極であった。

館山湾と勝山地先の群集構造の相違

館LJI湾の水深10m以浅の 7?モ場，及びその周辺海

域は，ヒラメ，マダイ，チダイ，スズキの O歳魚の生

活場となっていたが，一方，勝山地先の水深30mU浅

の場はマダイ 1歳魚の生活場になっていた。このよう

に発育段階によって，場の利用の遠いがみられたので，

1980年について，群集構造の遠いを森下の類似度指数

によって検討した。その結果， 6月0.029，9月0.322，

10月0.195で両海域の指数は極めて低かった。また，多

険度指数は，館山湾が6月l.94， 9月4.24，10月4.50

であったのに対し，勝山地先は 6月l.16，9月l.64，

10月3.40で，館山湾の方が大きかった。繁栄指数は館

山湾が6月23，875，9月26，302，10月5，721であったの

に対して，勝山地先は 6月9，304，9月6守282，10月3，080

で館山湾の方が大きかった(表 7)。従って，アマモ場

を含む館l[ji湾は勝山地先に比べて，群集構造が複雑で，

しかも豊富で、あった。

館山湾と勝山地先の魚類の体長組成

館山i高と勝山地先で1980年に採捕した魚類の体長組
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成は図 9，10に示したと品、りで，館山j乏で6-11月に

係捕した体長は，ダツを除き400mm以不で、あった。ー方，

勝山地先で， 6，9，10月に採捕した体長は，40伽m以下が

大部分であったが，40白nm以上のものも多く，その種は，

コeテン 77コ二 夕、ツ，アカヤヵーラドラ， アカタチウ

オ?エソ，ウ Yボ等であった。

考 察

館山湾の 77モ場を含む水深10m~:(i支の浅海域は，

マアジ，マサパ，カタケチイワシ，マイワシ，ウルメ

イワシ，ム'/，カマス類，コノシロ，イサキ，カワハ

ギ，及び，ヒラメ，マダイ，チダイ，スズキなどの水

産的価値のある魚類カも守期によっては採捕比率が高く

出現する。これらの魚種は，秋期から冬期にやや沖合

に移動するキスを除き，稚魚，未成魚期を浅海域で)111

l，ある大きさになるとj主i毎f或を高生れて行く。また，

水産的価値の小さい他の多くの魚種も同じような生活

を送っている。そして，館山湾の浅海域は，一生を過

す積，不定期に出現する径を合めても，採捕個体数順

位が高い，低いにかかわらず，体長40cm以下で，ほぽ

同ヒ大きさのものが出現ずる。更に，勝山地先に比べ

ると11干集情造が複雑である。このような場の中で，ヒ

ラメ，マダイの大量放流が可能であるかどうかについ

ては，胃内零物調査から，食う，食われるの関係につ

いても検討を加える必要がある。これまでの調査では，

館山湾の浅海域に出現する多くのj魚種は，アミ類，エ

ピ類，端脚類，榛脚'Mi.二枚貝類，等脚類，環形動物

などの第 l次消費者を摂餌してむり，表齢期のヒラメ，

マダイを摂餌している魚種もみあたらないことから，

魚類の内で:Eに食われるカタクチイワシを除いては，

魚類聞の食う，食われるの関係は少ないものと忠われ

表7 館山湾，勝は1Jt!l先における魚類群集の多様度指数と繁栄指数 (1980年)

地域 月日 種類数 総尾数 総重量g f多旨措置多党 繁個栄体指数故 優 占 f垂

館山 6.25 32 12，268 334，217 l. 9461 23，875 マアジ，ウルメイワシ，マサパ

" 7.15 41 11，382 385，609 2.4400 27，772 マアジ，オキヒイラギ，ムツ

" 8.12 39 784 15守305 4.1658 3.266 ウルメイワシ，イ斗「キ，マイワシ

" 9.19 60 6，202 46，697 4.2409 26，302 ウルメイワシ，オキヒイラギ，カタクチイワシ

イシ 10.24 41 1，270 21，636 4.5046 5，721 カタデチイワシ，アミメハギ，オキヒイラギ

• 1l.18 25 283 3.205 2.7971 792 カずクチイワシ

勝山 6.27 41 8，028 99，170 l.1589 9，304 マイワシ，カタクチイワシ，マエソ

。 9.17 25 3，821 57，516 l.6440 6，282 カタクチイワシ，マイワシ，マエソ

4シ 10.24 39 905 12，927 3.4037 3，080 オキヒイラギ，ボラ，ネン 7ツダイ
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る。よって，餅量，懐み場の競合などを考慮すれば，

1974年はヒラメ，マダイの採捕数順位も高かったこと

などから，大量放流(現在では数10万尾)の可能性も

十分あると考えられる。一方，成長に従って，生活場

の範聞も拡大して行くことから，移動範囲と収察力，

及び効率良く漁獲が行われるかどうかの検討が必要で

ある。

館山湾と勝山地先とでは，マダイて、は出現する発育

段階が異なり，ヒラメでは勝山地先においては O歳魚

が出現せず、'また，群集構造の遠いがあった。更に，

勝山地先では，体長4ぬnm以上の魚種の出現比率が高か

った。このような相違の要因を明践にするには，今後，

水温， 1和兄， ?j皮j良，底質，地形などの物混的環境，塩

分などの化学的環境，更に，餌料，害敵などの生物学

的環境について調査，研究する必要がある。

要 約

1 .館山湾の浅海域と勝山地先にむける魚類群集の調

査を地曳網を用いて行った。

2 館I1J湾は，ヒラメ，マダイ，チダイ，ススキの O

歳魚の生活場所であるのに対し，勝山地先はマダ

イ1歳魚の生活場所であった。

3 館山湾は，稚魚，未成魚期を)A¥l..，ある大きさに

なるとI妻み場所を変える魚種が，多く出現し，稚

魚，未成魚期の生活場所となっていた。また，出

現する魚種の大きさは，体長40cm以下のものが大

部分で，採捕数順位にかかわらずはぼ同ビ大きさ

であった。水産的価値のある魚種も多く l出現した0

4.館山湾と目安山地先を比較すると，館山湾の方が群

集構造が複雑で，かつ豊富であった。勝山地先で

は体長400nm以上の魚種の出現比率が館山湾より高

かった。

5 .館山湾における1980q，のヒラメ，マダイの採捕数

順位は1974年に比べて低下した。
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図10-2 勝山地先の魚類の体長組成
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